
取組概要 進行管理の指標 平成２４年度の取組結果
　広報活動の一環として、上下水道局が
行っている環境施策について情報提供を
積極的に行います。

○効果的な情報提供、ＰＲに向け
た取組

○川崎国際環境技術展等の各種イベント
で、局による環境への貢献に向けた取組
について積極的にＰＲを実施

30 広報活動による環境情報の提供 共通

取組概要 進行管理の指標 平成２４年度の取組結果

今後の取組
○水道及び下水道の連携強化と内容の充
実を図りながら 、 よ り 効 果 的 な 情 報 提
供・PRを実施

31 環境報告書・環境会計の公表 共通

　上下水道局における環境保全の取組状
況を市民の皆様にお知らせするため、環

境会計※ を導入し、各年度の決算版とし
て環境報告書を作成・公表しています。

○上下水道局環境計画年次報告書
（平成2３年度決算版）の作成・
公表

○平成25年3月に環境会計を包含する形
で平成23年度決算版上下水道局環境計画
年次報告書を作成・公表

今後の取組
○平成24年度決算版について環境計画年
次報告書を作成・公表
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かわさきみずみずフェア

上下水道局環境報告書



　平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災を教訓とした取組として、次のとおり電力需給対策に取り組んでいます。

◆川崎市上下水道局電力需給対策概要
　水道事業、工業用水道事業及び下水道事業は、その活動過程において多大な電力を必要とし、市役所全体の電気使用量の４
割強を占めていることも踏まえ、上下水道局の電力使用施設について、本庁舎等の執務室と浄水場・水処理センター等の上下
水道施設に区分し、平成２３年度の秋期から季節ごと（春期：４～６月　夏期：７～９月　秋期：１０・１１月　冬期：１２
～３月　※平成２５年度からは年間を通した方針を策定）に基本方針を策定しており、節電等に継続的に取り組んでいます。

・執務室
　本庁舎や各事業所等については、市役所の取組内容と同様に、照明の間引き・減灯等により総電気使用量を平成２２年度比
で１５％以上削減することを目指します。

・上下水道施設
　浄水場、水処理センター等については、配水量及び処理水量に応じて電気使用量が変動するという特殊性があり、計画的に
電気使用量を１５％以上削減することは市民生活に多大な影響を及ぼすため、施設電力需給バランスの確保に寄与することを
目的とし、送水ポンプの運転台数削減（浄水場等）や、給排気ファンの間欠運転（水処理センター等）により、ピークカット
の視点を中心とした節電に取り組んでいます。

上下水道局における電力需給対策
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電力使用量の推移

0

20000

40000

60000

80000

100000

120000

140000

160000

W /

※ 契約電力が500ｋＷ以上の施設については、最大使用電力を概ね10％以上削減（平成22年度比）しています。

契約電力500ｋＷ以上の施設・・水道・工業用水道施設（鷺沼配水所、長沢浄水場等）、

下水道施設（入江崎水処理センター、渋川ポンプ場等）の計１６施設


